













































延床面積 4，864㎡ 1，347㎡ 3，083㎡ 8，856㎡
収容可能冊数 31．8万冊 約10万冊 約20万冊 60万冊











































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　goo　　4一幽　　 　　 　goo　　 　　 goo 　　 　goo　 　　　goo
6－1－1 6－2一葦 6－3－1 6－4－1 6騨5－1
37騨2－3 37－1－3
6－1－2 6－2－2 6－3－2 64－2 6－5－2
37－2－4 3フー1－4 36－6－4 36－5－636－5－1
6－1－3 6－2－3 6－3－3 6－4－3 6－5－3
37－2－5 37－1－536騨6－5 36－5－7 36－5－2
6－1－4 6－2－4 6－3－4 6－4－4 6－5－4
37－2－6 37－1－636噌6轄6 36卿6哺1 36－5尊3
6－1脚5 6－2－5 6－3－5 6－4－5 6－5－5
37－2－7 37－1－7 36－6－7 36－6－2 36一与一4
6－1－6 6－2－6 6－3－6 6－4－6 6－5－6
3フー3－1 37－2一唾 37－1－1 3か6－3 36r5－5
6－1繭7 6－2－7 6－3－7 6－4一ア 6－5－7
37－2－2 37－1－2
7－1－1 7－2－1 7－3－1 7－4－1 7－5－1
7噂1－2 7－2－2 7－3－2 7－4－2 7－5－2
36－1－4 36－2－236－2－7 36－3－5 36－4－3
7－1－3 7－2－3 7－3－3 7－4－3 7－5－3
36－1－5 36－2－336－3－1 3〔卜3－6 36－4－4
7－1－4 7－2－4 7－3－4 7－4－4 7－5－4
36－1－6 36儒2儒436騨3－2 36－3－7 36－4－5
7－1－5 7－2－5 7－3－5 7－4－5 7－5－5
36葡1－7 36－2－5 36－3－336－4一書 36－4醜6
7噂1－6 7－2－6 7－3－6 7－4－6 7－5－6
36－2－1 36願2－6 36酬3－4 36騨4－2 36－4－7
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??? ?↑ liヨ’ 　　　　　　匹Q1　難翫瓢
　　　　図4　第四校舎1階のダンボール箱配置図
伸管パイプ増設により5，960箱から6，285箱に収容可能箱数を増加）
　配架計画の際に重要なのが、「書架の棚幅」と「資料の高さ」である。第
四校舎に配架する資料の中には、背の高さが60cm近い資料がところどこ
ろにあり、当然ダンボール箱には入らないので、単管パイプに資料を直置
きしダンボール2箱分としてカウントした。
　ちなみに、移転は現状を大きく変更することができる絶好の機会でもあ
る。旧図書館では貸出・レファレンス・雑誌の3つのサービスカウンター
が別々の場所にあったが、仮設建物ではカウンターを1つに集約する配置
計画を立てた。また、カウンターの背後に事務室を設け、少人数でも運用
しやすくかつ情報共有も容易な体制にした。他にも、旧図書館では開架資
料が分野ごとに3フロアに分かれていて（第1開架閲覧室は社会科学分野
3・6門、第2開架閲覧室は人文科学分野2・8・9門、第3開架閲覧室は残
りの分野0・1・4・5・7門のように）資料が探しづらく、利用者から頻繁
に問い合わせがあったため、仮設建物では配架順を分野別から分類順（0→
9門）に改善した。
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2．2．3　ラベル貼付
　ラベル作成は移転業者の担当である
が、ラベル数量の算出と印字データの
作成は図書館が担当した。ラベルの総
枚数は約33，100枚となり、内訳は開架
資料が約6，800枚（1棚2枚）、書庫資
料が約25，000枚（1箱2枚）、その他閲
覧机・椅子・機器備品が約1，300枚であっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5　ラベル例た。ラベルの仕様は、移転業者と相談
のうえ、8種類（移転先の仮設建物1～3階、事務室、第四校舎1～3階、
旧明高中）とし、ラベルに印字するデータは、仮設建物は「書架番号一連
番号一上からの段数」（例：36－3－4）を、第四校舎は「室名一列番号一上か
らの箱数」（例：F－67－2。図5参照）を準備して、データ提供した。
　貼付作業は、作業マニュアルと貼付用に並びを整理したラベル、書架レ
イアウト図を持ちながら、開架資料は該当の棚にラベルを貼る、書庫資料
はダンボール箱に入る先頭1冊目の資料の前にラベルを挟みこむ、という
方法で実施した。貼付作業は資料用のラベルだけでも約3万枚という膨大
な数量だったが、図書館他部署からの応援もあって、予定日までに作業を
終えることができた。
　また、図書館システム担当の提案で書庫資料の出納が迅速にできるよう、
OPACで請求記号の後ろにダンボール箱の箱番号が表示されるようにした。
これにより、最も多い部屋では約2，000箱あるダンボール箱の中から、求
める資料が入っているダンボール箱をピンポイントで探すことができるよ
うになった。具体的には、ダンボール箱に入る先頭の1冊目（請求記号の
一番小さい資料）の資料IDを梱包前にスキャンし、資料IDと箱番号がセッ
トのデータを作成した。このデータと、図書館データベースから抽出した
所蔵データを請求記号・巻号順に並び替えたデータとを資料IDでマッチン
グ処理をし、箱番号が空白の所蔵データは直前の箱番号をコピーすること
で、約20万冊の所蔵データのユーザ項目に該当の箱番号を挿入した。
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2．3移転実施
　作業は次のような流れで実施した。開架資料は仮設建物で書架を再利用
するため、まず開架資料を梱包、書架を解体、移動、書架の組み立て、開
架資料の仮配架を行い、書庫資料は特注ダンボールに梱包、第四校舎の単
管パイプに仮配架を行った。最後に事務室機能と機器備品を移転してネッ
トワークを切り替え、代替施設で作業ができるようになったのは2010年9
月8日であった。その後、9月21日の代替施設オープンまで実質8日間で
開館準備作業を行った。
　資料の梱包・移動・仮配架等の移転作業自体は、専門である移転業者が
担当するため、始まればあっという間に進んでいく。しかし、移転先が想
定外の状況になっていると作業は中断してしまう。最も大きなアクシデン
トは、第四校舎に設置した単管パイプの繋ぎの部材が障害となり、予定通
りにダンボール箱を配置することができない場所が多数あったことである。
結局、ふたが内側になる向きに配置したり、床置きすることで対応したが、
出納の際に手間がかかる結果となってしまった。
　2010年夏は近年まれにみる猛暑で、それに加えて移転完了の数日前には
旧館の一部の空調が壊れてしまった。上層階は居るだけで汗が噴き出すほ
どの室温となったため、上層階の作業は朝一番に時間を限定して実施した。
また、第四校舎も書庫事務室を除く1階全てと2階の半分は空調設備がなく、
作業する人にも資料にも辛い環境であった。
2．4　反省点
　大きな反省点は2点ある。1点目は、数量ではなく物量での移転計画を早
めに立てておかなかったことである。第四校舎の改修工事の計画段階でこ
れを実施していれば、収容しきれないことが分かり別の手段を考えていた
だろう。2点目は移転先の状況を詳細に確認しなかったことである。建設業
者による工事作業中は図書館員が立ち入ることはできないが、図面でこの
ように配置できるからと安心せずに、なるべく機会を作って移転先の実際
の状況を自分の目で細部にわたり確認する必要があった。
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3　代替施設から新図書館への移転
　「旧図書館から代替施設へ」の移転が終わった約1年半後、2012年3月
の1ヶ月間を休館して「代替施設から新図書館へ」の移転を実施した。前
回とは異なり、大規模移転のノウハウができたこと、狭いところから広い
ところへの移転であること、機器備品の多くが新規設置のため移転する数
量が少ないこと、等の理由から前回よりは多少余裕を持ち、担当も分担し
て移転計画を作成することができた。
　なお、和泉キャンパス以外の場所（駿河台キャンパスの図書館総務事務室・
旧明高中体育館、生田キャンパスの生田保存書庫、調布グラウンドの倉庫）
に保管していた新図書館配架予定の資料も合わせて移転した。
3．1新図書館のフロア構成と書架
　新図書館のフロア構成は、以下の図6の通りである。地下はなく、2～4
階の書庫部分を積層にして積層集密書庫とした。
　　　　　　　　　開架フロア　　　　　　　　　積層集密書庫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i個人文庫、和装本M4F
4F　開架図書（4－9門）、特殊コレクション室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i一般書庫（9門）　4F
　　　　開架図書（0．3門）、旧シラバス本　　i一般書庫（3－8門）M3F3F　　　　　中野準備本・AV・マイクロ書庫　　　i一般書庫（0－2門）　3F
　　　新書・文庫、英語リーダー、継続雑誌　i参考書庫、大型本M2F2F　　　貴重書庫、グループ閲覧室、共同閲覧室　　　非継続雑誌　　　2F
lF特護；草噺轟勤羅と碁羅驚室
図6　新図書館のフロア構成
3．2移転計画
移転作業は2012年3月に行うことになっていたため、2011年10月頃か
ら本格的に移転計画の作成を行った。基本データとして、「移転元と移転先
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の書架レイアウト図」（図7参照）、「機器備品のリストと移転先の配置図」、
「資料種類別の物量が分かる資料」の3種類を作成したが、前回の資料を流
用して作れるものもあったため、基本データの作成は前回よりも短時間で
済ませることができた。
3．2．1　新図書館の書架
　書架は、開架フロアは耐震のため棚板に4度の傾斜を付けた特注書架、
書庫フロアは積層書庫に電動集密書架を導入した。電動集密書架は棚幅の
種類が4種類、奥行の種類が3種類あったが、荷重の関係で積層の上層と
下層で棚幅が約2cm異なった。その結果、書庫の棚板の種類は13種類に
もなり、見た目では違いが分かりにくい棚板も多く、資料搬入時や書架整
備時に棚板の位置や場所を変更する際は混在しないよう注意が必要となっ
た。
讐醗麗蟹翻盤羅⊆舞轟羅薩羅蟹翻遡：：醤羅懸躍匪麗羅1＝睡羅璽蟹蟹醗盤麹：聖國翻国圏題閣1＝騨團睡圏劉劉閣魍
1　　　8　　　　4　　　　5　　　　●　　　　7　　　　●　　　　●　　1凋軍働↓　　lo　　　　■腫　　　　重2　　　　■1　　　　閣4　　　　15　　　　庫8　　　　1T　　　　16
図7新図書館積層集密書庫M3Fの書架レイアウト図（hから見た図）
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3．2．2　配架計画
　基本データ作成の代わりに時間をかけたのが配架計画である。配架計画
を立てるうえで、最も制約を受けたことは、移転先に対応した資料の整備
ができないことであった。移転元の書庫資料がダンボール箱に入っており、
資料を展開するスペースが全く無かったため、新図書館で一箇所に配架す
る予定の雑誌や大型本、1年半の間別置していた新着書庫資料の混配作業を、
代替施設にいるうちに行うことができなかった。そのため、新図書館で資
料展開をするための書架を確保した配架計画を立てた。また、和泉図書館
蔵書の中には2013年4月にオープン予定の中野図書館に移管予定の資料が
約10，000冊含まれていたが、その抜き出し作業も移転後に行うこととし、
中野図書館移管用資料の書架も確保した。
　今回の移転では雑誌の配架順について改善を行った。本学図書館では雑
誌の請求記号がPで始まるものとUNBOUNDで始まるものの2種類あり、
Pで始まるものは製本して長期保存する雑誌、㎜0㎜で始まるものは
一定期問経過後に廃棄する雑誌として運用してきた。しかし、利用者には
雑誌の配架ルールが2種類あることは理解しづらいため、特にUNBOUND
で始まる雑誌がカレント雑誌全体の半分近くを占める和泉図書館では、ス
タッフのサポートなしでは求める雑誌が探せない状況であった。そこで、
図書館全体で協議し、和泉図書館だけでなく中央図書館・生田図書館の3
館合わせて、請求記号UNBOUNDの使用を中止し、代わりにPで始まる
請求記号を付与することになった。
　これにより、旧図書館時代からの「開架の雑誌はタイトルのABC順、書
庫のPで始まる雑誌は請求記号順、書庫のUNBOUNDで始まる雑誌は開
架の雑誌架の棚番号順（イレギュラー多数あり）」という複雑な体系から、
新図書館では「全てがPで始まる請求記号順、開架は継続雑誌、書庫は非
継続雑誌」という明確な体系となった。
3．2．3　ラベル貼付
ラベルの総枚数は約22，300枚で、内訳は開架資料が約8，600枚（1棚2枚）、
61
書庫資料が約13，000枚（1箱1枚）、その他機器備品が約700枚であった。
貼付作業は特にダンボール箱への貼付に苦労した。前回貼付したラベルの
番号を目印に今回のラベルを貼付するのであるが、前回のラベルが見えな
い向きに配置されているダンボール箱はその都度一旦抜き出し、ラベルを
確認して貼付しなければならなかった。また、実施時期が2月だったため、
空調設備の無い第四校舎の部屋では寒さに耐えながらの作業となった。
3．3　移転実施
　移転作業は2012年3月12日から開始し、書庫資料・開架資料の梱包、移動、
仮配架の後、事務室・機器備品の移転が終わったのが3月29日だった。そ
の後、5月1日の新図書館オープンまでの1ヶ月の間に、別置していた新着
書庫資料や大型本の繰り込み作業、雑誌の請求記号順での並べ替え及び継
続・非継続入れ替え等の大量の蔵書移動、全ての書架の書架整備、書架サ
インの作成・設置、新たな設備やサービスの準備を実施した。
　代替施設から新図書館への移転は、概ね予定通りに進めることができた
が、想定外だったのはカビである。前述の通り、第四校舎の一部は空調が
ないため、2011年秋にダンボールに入っていない大型製本雑誌の一部にカ
ビが発生した（すぐに無水エタノールによる拭き取り作業を行った）。ダン
ボール箱の中に入っている資料についても、カビの発生は当初から懸念し
ていたが、資料の出納時に発見して最小限の被害で食い止められるだろう
と考えていた。しかし、実際には利用の少ない、つまり出納機会の少ない
古い洋書を中心にカビが発生していたため、新図書館で開梱するまで把握
することができなかった。すぐに拭き取り作業を行ったのち、新図書館オー
プン前に専門業者に依頼してカビの除菌作業を実施した。
4移転計画のポイント
　2回の移転を経験して、移転計画を立てる際の最大のポイントは「物量把
握」と「書架を知ること」だと実感した。
　1点目の「物量把握」は移転計画のなるべく早い段階で実施しておきたい。
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移転予定の資料を「数値」ではなく、書架何連分・何棚分あるかという「物量」
で把握しておくと、移転先にどの程度の容量が必要なのか判明する。そし
て物量把握の段階で、自分で全ての移転対象資料に目を通し、どんな資料
がどのように配架されているのかを事前に確認しておくことが重要である。
その際、イレギュラーな形態の資料については、レイアウト図にメモを付け、
資料の種類や形態によっては資料の高さ・厚み・奥行等を細かくチェック
しておくと、配架計画の際に移転先にどう当てはめるのかを考える基礎デー
タとなる。
　2点目の「書架を知ること」は、文字通り書架の詳細を正確に把握するこ
とである。移転元と移転先の両方の書架について実物や図面で確認するが、
書架全体の高さ・幅・奥行だけでなく、棚幅内寸や各段の高さについても
詳細に確認しておくことが重要である。移転先が新設書架の場合は事前に
実物を確認することは難しいが、まずは図面をよく読み込み、資料の搬入
前に出来る限り現物を確認することが望ましい。
　考えてみれば当たり前のことだが、移転計画の原則である「移転元と移
転先の一対一の関係を作る」には、移転の規模に関わらず「物量」と「書架」
が最も重要な要素となる。今後移転を担当される方には、この2点に十分
に配慮した移転計画を立てて欲しい。
おわりに
　私が今回の2回に亘る大規模移転を実施する前に経験した移転はわずか1
回、約8，000冊の小規模移転だけだった。移転に関して経験不足であったが、
幸いにも多くの方々に協力して頂いたおかげで、何とか移転を実施するこ
とができた。
　ご協力いただいた図書館総務事務室、中央図書館事務室、生田図書館事務
室、施設課、調達課、和泉キャンパス課、和泉メディア支援事務室、設計業者、
建設業者、移転業者の皆様に感謝を表したい。とくに通常業務と新図書館の
検討作業に加えて、膨大な移転関連作業を暑さ・寒さに耐えて一緒に取り組
んでくれた和泉図書館事務室の皆様に敬意を表したい。また、不便な代替施
設の時期に、図書館まで足を運んでくれた利用者の方々にも感謝したい。
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